
広報 猪苗代  2022-12    67    2022-12  広報 猪苗代

まちのわだい
TOWN  TOPICS

磐梯山への感謝と安全を祈り

　磐梯山感謝登山式典は 11月９日、ふるさと交流センター「幸
陽の杜」で行われ、関係者ら約 20人が出席しました。
　式典では神事を執り行い、前後公町長らが玉串をささげました。
前後町長は「夏山シーズンは、猪苗代山岳会や関係機関のご尽力
により大きな事故がなく終了することができ感謝します。これか
ら冬山シーズンを迎えますが、登山者には綿密な計画と十分な装
備をするよう啓発したい」と式辞を述べました。
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防火の誓い新たに

分列行進をする団員ら

町内産の農産物が並ぶ

町内産の農産物が並ぶ物産展

　町消防団の秋季検閲は 11月６日、猪苗代小学校校庭で行われ、
消防団から約 350 人の団員らが参加しました。
　団員らは町役場を出発し、中央通商店街を通って同校の校庭ま
で行進。校庭では、殉難団員に対し黙とうをささげた後、通常点
検や分列行進などを行い、防火の誓いを新たにしました。また、
検閲官の前後公町長が講評を述べたほか、猪苗代支部定例表彰が
行われ、受賞者の功績をたたえました。

町消防団秋季検閲

土屋サダさんが 100 歳に

　10月 25 日に 100 歳の誕生日を迎えた土屋サダさん（川桁）
への賀寿贈呈式は 10月 28日、土屋さんの自宅で行われました。
　土屋さんの長寿を祝い、前後公町長が県からの知事賀寿と会津
漆器の木杯、町からの賀寿と敬老祝金、記念品を手渡しました。
　土屋さんに長寿の秘訣を伺うと、「遠慮しないこと。よく食べ
ること」と話してくれました。土屋さん、いつまでもお元気にお
過ごしください。 賀寿などを受けたサダさん（前列右から２人目）

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

猪苗代新そば祭り農産物物産展

　第 26回猪苗代新そば祭り農産物物産展は 11月 12、13の両日、
道の駅猪苗代で開かれました。今年も「新そば祭り」は新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、町内のそば店で実施され、「農
産物物産展」は単独で開催されました。
　農産物物産展には、町内産のハクサイやダイコン、キャベツな
どのほか、ブランドそば粉「いなわしろ天の香」の手打ち生そば
が販売され、多くの買い物客でにぎわいました。
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野口英世博士の誕生日を祝う

　野口英世博士の第 146 回誕生祭は 11 月９日、野口英世至誠
館で行われました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、例
年より規模を縮小して行われました。
　野口博士の菩

ぼ

提
だい

寺である長照寺の楠恭信住職が読経した後、野
口英世記念館の八子弥寿男館長や野口英世記念会の倉根一郎理事
長、同会評議員で親戚代表の二瓶昭さんらが献花し、野口博士の
遺徳をしのびました。

野口英世博士誕生祭

野口博士の遺徳をしのび献花する八子館長

12 年後の自分へ手紙

自分に宛てた手紙などが入った宝箱に鍵を掛ける児童

えとタイムカプセル埋設式

　第 61回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 28回野口
英世博士少年科学賞の授賞式は 11月 9日、野口英世至誠館で行
われ、各賞を受賞した小中学生の栄誉をたたえました。
　各賞の受賞者は次のとおりです（敬称略）。

【作文コンクール】
◇小学校の部 　▶特選＝畠山璃

り

桜
お

（吾妻小４年）▶金賞＝髙梨紗
さ

那
な

（長瀬小４年）、鈴木咲
さき

翔
と

（緑小４年）▶銀賞＝五十嵐顕
あき

忠
なり

（猪
苗代小４年）、浦杏

あん

南
な

（千里小４年）、二瓶陽
はる

翔
と

（翁島小４年）
◇中学校の部　▶特選＝鈴木理

り

心
こ

（猪苗代中２年）▶金賞＝大桃
匠
たくみ

（猪苗代中２年） ▶銀賞＝白井風
ふう

雅
が

（猪苗代中２年）

【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝杉原蓮

れん

（猪苗代小５年）▶優秀賞＝
森田優

ゆう

人
と

（千里小１年）、伊東隆
たか

遥
はる

（吾妻小２年）、坂本陸
りく

仁
ひと

（翁
島小３年）、坂本隆

たか

人
ひと

（翁島小１年）、渡部正
まさ

和
とも

（長瀬小４年）、佐
藤暖

ほの

花
か

（緑小６年）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木理心（猪苗代中２年）▶優秀賞
＝渡部心

み

結
ゆ

（猪苗代中１年）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

少年科学賞で表彰を受けた（左から）渡部心結さん、
鈴木さん、杉原さん、渡部正和さん

作文コンクールで表彰を受けた（左から）大桃さん、
鈴木さん、髙梨さん、畠山さん

　12年後の自分に宛てた手紙などを宝箱に入れる「えとタイム
カプセル埋設式」は 11月 17日、猪苗代ハーブ園で行われました。
　埋設式には町内の６小学校から約 100 人の児童が参加。児童
を代表して、猪苗代小学校の大堀楓

かえで

さんと星詠
えい

太
た

さんがタイムカ
プセルに込めた思いを発表しました。また、各校の代表児童は、
手紙や思い出の品などを入れた宝箱に鍵を掛け、その鍵を入れた
カプセルを来年の干

え

支
と

「ウサギ」の像の前に埋めました。


